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1. 2021年11月期第3四半期の業績（2020年12月1日～2021年8月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年11月期第3四半期 6,745 18.7 557 318.2 605 194.6 386 330.1

2020年11月期第3四半期 5,683 9.3 133 ― 205 ― 89 671.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年11月期第3四半期 447.58 ―

2020年11月期第3四半期 104.22 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年11月期第3四半期 7,580 3,727 49.2 4,317.10

2020年11月期 8,015 3,329 41.5 3,865.58

（参考）自己資本 2021年11月期第3四半期 3,727百万円 2020年11月期 3,329百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年11月期 ― 25.00 ― 25.00 50.00

2021年11月期 ― 25.00 ―

2021年11月期（予想） 25.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2021年11月期の業績予想（2020年12月 1日～2021年11月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,500 10.9 500 190.6 560 118.5 340 191.1 394.68

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年11月期3Q 1,057,980 株 2020年11月期 1,057,980 株

② 期末自己株式数 2021年11月期3Q 194,475 株 2020年11月期 196,556 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年11月期3Q 862,677 株 2020年11月期3Q 861,454 株

・当社は「株式給付信託（ＢＢＴ）」を導入しており、自己株式数には当該制度の保有する当社株式数が含まれております。また、株主資本において自己株

式として計上されている当該制度に残存する当社の株式は、「１株当たり純資産額」の算定上、期末発行済株式総数より控除する自己株式に含めており、

また、「１株当たり当期純利益」金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実

際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、後頁

「１．経営成績・財政状態に関する分析(1)経営成績に関する分析次期の見通し」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

①業績の概況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスのワクチン普及により経済回復への期待から

大手企業を中心に企業心理の改善が見られるものの、未だに厳しい状況が続いております。

また政治的には、国内の衆議院選挙・国外においても米中対立・テロリスクの再燃などもあり、これらの要因は

今後のリスクとして、留意する必要があります。

当社を取り巻く建設コンサルタントおよび地質調査業界におきましては、2018年12月に策定された国の「防災・

減災、国土強靭化のための３か年緊急対策」に続き去年12月に予算規模15兆円の「防災・減災、国土強靭化の５か

年加速化対策」が策定されました。

これによりさらなる受注競争の激化が予想されるものの、国内公共事業を取り巻く環境は、おおむね堅調に推移

するものと予想されます。

当社は事業内容の性質上、一般的に新型コロナウイルス感染症の影響を受けると考えられる事柄との関係性は低

い事業であり、現時点では着工中案件の中断等は無いものの、当社社員をはじめとする関係者の安全を最優先とす

る方針のもと、在宅勤務・時差通勤、会議等のＷＥＢ化等の奨励や業務中のマスク着用徹底など、予防や拡大防止

に対して適切な管理体制を継続しております。

こうした状況の中、当社はコア技術を活かした点検、診断、維持対策工法検討など予防保全業務に注力するとと

もに、地質リスクに対応した保有・先端技術を活かした提案力をもって、震災等の復興と国土強靭化推進業務をは

じめとする自然災害・防災関連等の業務、道路・下水道維持管理をはじめとするインフラメンテナンス業務、再生

可能エネルギー、海洋資源開発等、関連業務に全社員協力一致のもと取り組んだ結果、当第３四半期累計期間の経

営成績は、次のとおりとなりました。

受注高は、期首より堅調に推移したことに加え、一部大型案件確保も寄与し、70億45百万円（前年同四半期比で

は2.9％減）となりました。

売上高は67億45百万円（前年同四半期比18.7％増）、営業利益５億57百万円（前年同四半期比318.2％増）、経

常利益６億５百万円（前年同四半期比194.6％増）、四半期純利益は３億86百万円（前年同四半期比330.1％増）と

なりました。

②売上高の季節的変動について

当社は、官公庁・公共企業体をはじめとする公共部門との取引率が高いことから、納期の関係もあり、売上高・

利益ともに第２四半期と第４四半期に集中するという季節変動の傾向があります。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

  資産合計は、前事業年度末に比べ4億35百万円減少し、75億80百万円となりました。その主な増減内訳は、完成

調査未収入金の減少５億76百万円、現金及び預金の増加２億94百万円、未成調査支出金の減少2億59百万円等であ

ります。

（負債）

　負債合計は、前事業年度末に比べ8億33百万円減少し、38億52百万円となりました。その主な増減内訳は、短期

借入金の減少８億円、未払費用の減少２億10百万円、リース債務の増加83百万円等であります。

（純資産）

　純資産合計は、前事業年度末に比べ３億97百万円増加し、37億27百万円となりました。その主な増減内訳は、利

益剰余金の増加３億40百万円、その他有価証券評価差額金の増加52百万円等であります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

  本資料に記載されている業績予想につきましては、2021年7月13日付発表「通期業績予想の修正に関するお知ら

せ」の記載から変更はありません。なお、業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成

したものであり、実際の業績は、今後、様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前事業年度
(2020年11月30日)

当第３四半期会計期間
(2021年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,078,611 1,372,837

受取手形 4,915 21,534

完成調査未収入金 2,478,784 1,901,868

未成調査支出金 1,107,510 848,252

材料貯蔵品 875 799

前払費用 60,669 55,961

その他 10,755 5,520

貸倒引当金 △248 △192

流動資産合計 4,741,874 4,206,581

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 563,180 548,553

機械及び装置（純額） 94,401 86,805

土地 1,505,183 1,505,183

その他（純額） 180,929 259,766

有形固定資産合計 2,343,695 2,400,309

無形固定資産 112,565 106,651

投資その他の資産

投資有価証券 378,165 451,847

繰延税金資産 162,573 140,910

その他 279,746 277,208

貸倒引当金 △3,000 △3,000

投資その他の資産合計 817,485 866,967

固定資産合計 3,273,746 3,373,928

資産合計 8,015,620 7,580,509

負債の部

流動負債

調査未払金 472,526 454,306

短期借入金 2,100,000 1,300,000

1年内返済予定の長期借入金 130,000 55,000

未払法人税等 100,108 158,897

賞与引当金 － 114,000

未成調査受入金 551,226 518,530

その他 491,034 372,256

流動負債合計 3,844,896 2,972,991

固定負債

長期借入金 55,000 25,000

退職給付引当金 550,810 556,153

その他 235,011 298,522

固定負債合計 840,821 879,676

負債合計 4,685,717 3,852,668

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2020年11月30日)

当第３四半期会計期間
(2021年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 819,965 819,965

資本剰余金 826,345 826,345

利益剰余金 2,113,797 2,454,512

自己株式 △553,531 △548,328

株主資本合計 3,206,575 3,552,493

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 123,327 175,347

評価・換算差額等合計 123,327 175,347

純資産合計 3,329,902 3,727,841

負債純資産合計 8,015,620 7,580,509
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　2019年12月１日
　至　2020年８月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2020年12月１日

　至　2021年８月31日)

売上高 5,683,627 6,745,720

売上原価 4,051,720 4,601,854

売上総利益 1,631,907 2,143,866

販売費及び一般管理費 1,498,569 1,586,182

営業利益 133,338 557,683

営業外収益

受取利息 146 316

受取配当金 9,621 9,538

受取手数料 10,837 9,820

固定資産賃貸料 46,286 47,821

受取保険金 24,556 1,045

その他 3,885 5,550

営業外収益合計 95,332 74,092

営業外費用

支払利息 15,371 14,032

リース支払利息 7,255 11,824

その他 343 0

営業外費用合計 22,971 25,858

経常利益 205,699 605,917

特別利益

投資有価証券売却益 308 －

特別利益合計 308 －

特別損失

固定資産除却損 － 534

投資有価証券評価損 28,082 －

特別損失合計 28,082 534

税引前四半期純利益 177,926 605,383

法人税等 88,143 219,270

四半期純利益 89,782 386,113

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

（会計方針の変更）

　　該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

　　該当事項はありません。

（追加情報）

　　　　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　2019年12月１日　至　2020年８月31日）

当社は、建設工事に関連する地質調査、土質調査を中心に環境・防災・海洋調査業務等を行い、これらに

関連する測量、建設計画、設計等の業務および工事を営む単一事業の企業集団であることから、記載を省略

しております。

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　2020年12月１日　至　2021年８月31日）

当社は、建設工事に関連する地質調査、土質調査を中心に環境・防災・海洋調査業務等を行い、これらに

関連する測量、建設計画、設計等の業務および工事を営む単一事業の企業集団であることから、記載を省略

しております。

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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